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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、自然災害等の影響もあり弱含んでいますが、設備投資や個人消費

などが回復してきております。世界経済は底堅く推移しており緩やかな回復が見込まれるものの、米中の貿易摩擦

懸念などが継続し、下振れのリスクが払拭できないところであります。 

当社の関わる海運・造船業界はケミカル・ドライバルク市況における一時期の底を脱したあと、海運市況は総じ

て緩やかな回復傾向であります。内航船業界におきましても、オリンピック向け建設需要や各種インフラ整備事業

等の本格化に対応し環境としては良い段階にあると見られます。ただ、自然災害からの復興需要を加味しても当面

の公共投資が弱含みであること等から慎重な判断が求められております。当社が主力とする499G/T型貨物船に関し

てはリプレース船について建造意欲が現れているものの受注の回復・拡大はこれからの状況であります。タンカー

業界においても同様に、小型ケミカル船やLPG船の代替建造が見込まれておりますが、石油需要の減少等に伴う輸

送量の減少予想を反映し、受注拡大にはしばらくの時間がかかるものと思われます。また、海外案件においては、

新船建造の動きの不透明さは依然として払拭されませんが、東南アジア地区を中心にケミカルタンカーや漁船の代

替建造案件が増えつつあり、将来の実需につながるものと考えております。 

このような企業環境のもと、当第２四半期累計期間の業績につきましては、受注高は、主機関・部分品とも減少

し、前年同期比4.3％減の6,405百万円となりました。売上高は、主機関・部分品とも減少し、同18.1％減の5,840

百万円となりました。受注残高は、当上半期に若干の積み増しがありましたが同5.6％減の5,071百万円となりまし

た。 

損益面につきましては、主機関・部分品の販売量の減少と主機関の価格水準の低下により、外注費の削減その他

のコストダウンへの注力や減価償却費の減少がありましたが、営業利益は398百万円（前年同期比29.9％減）、経

常利益は413百万円（同30.2％減）となり、四半期純利益は284百万円（同28.1％減）となりました。 

事業区分別では、主機関の売上高は、国内・輸出とも減少し3,213百万円（前年同期比26.0％減）となりまし

た。部分品・修理工事は輸出が減少し2,626百万円（同5.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は10,367百万円となり、前事業年度末に比べ429百万円減少いたしま

した。これは主に受取手形及び売掛金が76百万円増加したものの、現金及び預金が349百万円、棚卸資産が145百万

円減少したことによるものであります。固定資産は9,249百万円となり、前事業年度末に比べ65百万円減少いたし

ました。これは主に有形固定資産が54百万円、投資有価証券が11百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、19,617百万円となり、前事業年度末に比べ494百万円減少いたしました。

（負債）

当第２四半期会計期間末における流動負債は4,529百万円となり、前事業年度末に比べ639百万円減少いたしまし

た。これは主に前受金が313百万円増加したものの、支払手形及び買掛金が703百万円、未払法人税等が114百万

円、その他に含まれる未払金が172百万円減少したことによるものであります。固定負債は2,826百万円となり、前

事業年度末に比べ24百万円増加いたしました。これは主にその他に含まれる預り営業保証金が29百万円増加したこ

とによるものであります。

この結果、負債合計は、7,355百万円となり、前事業年度末に比べ614百万円減少いたしました。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は12,261百万円となり、前事業年度末に比べ119百万円増加いたし

ました。これは主に利益剰余金が124百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は62.4%（前事業年度末は60.2%）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年５月14日に公表いたしました業績予想の修正は行っておりません。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,793,326 4,444,228 

受取手形及び売掛金 3,422,479 3,498,934 

製品 747,482 480,274 

仕掛品 905,318 995,422 

原材料及び貯蔵品 844,710 876,594 

その他 84,345 72,530 

流動資産合計 10,797,664 10,367,985 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,190,662 1,182,824 

構築物（純額） 174,018 170,539 

機械及び装置（純額） 394,229 338,968 

車両運搬具（純額） 15,973 13,735 

工具、器具及び備品（純額） 190,466 149,155 

土地 5,817,871 5,817,871 

建設仮勘定 3,221 58,724 

有形固定資産合計 7,786,443 7,731,819 

無形固定資産 24,729 21,090 

投資その他の資産    

投資有価証券 945,145 933,672 

その他 588,918 593,626 

貸倒引当金 △30,800 △30,800 

投資その他の資産合計 1,503,264 1,496,498 

固定資産合計 9,314,437 9,249,408 

資産合計 20,112,102 19,617,394 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,029,878 2,326,137 

未払法人税等 262,394 148,079 

前受金 782,349 1,095,863 

賞与引当金 208,000 210,000 

製品保証引当金 14,300 15,400 

受注損失引当金 98,600 111,700 

その他 773,585 622,629 

流動負債合計 5,169,108 4,529,810 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

固定負債    

再評価に係る繰延税金負債 1,473,294 1,473,294 

退職給付引当金 1,105,043 1,105,618 

その他 222,905 247,090 

固定負債合計 2,801,243 2,826,003 

負債合計 7,970,352 7,355,813 

純資産の部    

株主資本    

資本金 803,141 809,175 

資本剰余金 44,967 51,000 

利益剰余金 7,594,289 7,719,168 

自己株式 △12,465 △12,800 

株主資本合計 8,429,933 8,566,543 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 338,931 330,011 

土地再評価差額金 3,344,541 3,344,541 

評価・換算差額等合計 3,683,473 3,674,553 

新株予約権 28,343 20,484 

純資産合計 12,141,749 12,261,581 

負債純資産合計 20,112,102 19,617,394 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 7,130,785 5,840,221 

売上原価 5,176,727 4,214,992 

売上総利益 1,954,057 1,625,229 

販売費及び一般管理費 1,386,270 1,227,141 

営業利益 567,786 398,088 

営業外収益    

受取利息 650 602 

受取配当金 8,516 9,845 

為替差益 8,467 － 

その他 7,322 6,908 

営業外収益合計 24,957 17,356 

営業外費用    

支払利息 9 10 

為替差損 － 875 

賃貸費用 546 805 

その他 520 580 

営業外費用合計 1,076 2,271 

経常利益 591,667 413,172 

特別損失    

固定資産処分損 3,643 1,344 

ゴルフ会員権評価損 2,882 － 

特別損失合計 6,525 1,344 

税引前四半期純利益 585,141 411,828 

法人税等 189,000 127,000 

四半期純利益 396,141 284,828 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 585,141 411,828 

減価償却費 272,876 198,807 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,000 2,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37,383 574 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,100 － 

受注損失引当金の増減額（△は減少） 43,800 13,100 

受取利息及び受取配当金 △9,167 △10,448 

支払利息 9 10 

固定資産処分損益（△は益） 3,943 1,344 

売上債権の増減額（△は増加） △757,360 237,059 

たな卸資産の増減額（△は増加） 177,683 145,220 

仕入債務の増減額（△は減少） 263,193 △703,741 

その他 138,022 △89,644 

小計 759,625 206,109 

利息及び配当金の受取額 14,478 17,185 

法人税等の支払額 △58,647 △238,056 

営業活動によるキャッシュ・フロー 715,456 △14,762 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △800,000 △900,000 

定期預金の払戻による収入 1,600,000 1,400,000 

有形固定資産の取得による支出 △202,316 △173,907 

無形固定資産の取得による支出 △5,787 － 

投資有価証券の取得による支出 △1,220 △1,376 

その他 944 1,229 

投資活動によるキャッシュ・フロー 591,619 325,945 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △111,211 △158,948 

その他 △1,144 △1,355 

財務活動によるキャッシュ・フロー △112,355 △160,304 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,112 23 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,198,832 150,902 

現金及び現金同等物の期首残高 3,311,055 3,793,326 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,509,888 3,944,228 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

  「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号  平成30年２月16日）等を当第１四半期会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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３．補足情報

（１）受注及び販売の状況

（ⅰ）受注の状況 （単位　百万円：未満切捨）

主 機 関 3,905 (58.3%) 3,779 (59.0%) 7,288 (59.1%)

部 分 品 ・ 修 理 工 事 2,788 (41.7%) 2,626 (41.0%) 5,049 (40.9%)

6,694 (100.0%) 6,405 (100.0%) 12,338 (100.0%)

主 機 関 5,370 (100.0%) 5,071 (100.0%) 4,505 (100.0%)

部 分 品 ・ 修 理 工 事 - ( - ) - ( - ) - ( - ) 

5,370 (100.0%) 5,071 (100.0%) 4,505 (100.0%)

（ⅱ）販売の状況

4,342 (60.9%) 3,213 (55.0%) 8,590 (63.0%)

2,788 (39.1%) 2,626 (45.0%) 5,049 (37.0%)

7,130 (100.0%) 5,840 (100.0%) 13,640 (100.0%)

(2,356) (33.0%) (1,639) (28.1%) (4,773) (35.0%)

平成30. 3.31 まで

区　　　分

受
　
注
　
高

平成29. 4. 1 から

平成30. 3.31 まで

区　　　分 平成29. 4. 1 から 平成30. 4. 1 から 平成29. 4. 1 から

平成29. 9.30 まで 平成30. 9.30 まで

平成29. 4. 1 から

平成29. 9.30 まで

平成30. 4. 1 から

平成30. 9.30 まで

受
 
注
 
残
 
高

合　　　計

合　　　計

（うち輸出分）

主 機 関

部 分 品 ・ 修 理 工 事

合　　　計

(参考)前期

当四半期（累計）前年同四半期（累計） (参考)前期

当四半期（累計）前年同四半期（累計）
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